
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・物販だけでなく、飲食ともに久々に明るい。単価も
来客数もともに増えている。衣料バーゲンも久しぶり
に前年比10％以上の伸びで、商店街としては想像以上
に良い数字が出ている。

一般小売店［雑
貨］（企画担
当）

来客数の動き ・来客数は増えているが、購入商品を厳密に選択して
いるという姿勢は変わっていない。消費が強いという
動きではなく、天候要因で少し良くなっているという
印象がある。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・クールビズでプラスの効果が現れたシャツを切り口
に、ジャケット、パンツと着こなしの幅が広がり、売
上の底上げが図られた。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の中で、将来を見越してＩＰ電話導入を決定す
る、もしくは検討しているケースが出てきている。導
入に際し、結構な設備投資がかかるので、少し余裕が
出てきているものと推測する。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・中元商戦では、前年比を達成できない店が多い。

一般小売店［書
籍］（経営者）

単価の動き ・ワンコイン本をはじめ低価格本の売行きが好調であ
る。ベストセラーの書籍の単価が下がっている。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・例年であれば伸びるはずのプリントなども昨年を大
きく下回り、デジカメなどのハードも一眼レフの動き
が悪く小型のタイプだけになっている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・夏のクリアランスセールはヤング層を中心に好調に
推移した。特にヤングはカットソー等のＴシャツの動
きが非常に良く、まとめ買いも多くあったが単価が低
かった。ミセス関連では、七分袖の羽織物ブラウスが
目立って良く出ていた。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・本格的な夏に入り、クリアランス、中元に活発な動
きがある。中元では単価、一人当たりの発注件数は若
干上がっているが、客数が減っている。一喜一憂の毎
日である。

百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・土日はかなりの客が見込めるが、今月は出足が遅
く、客のピークも３回あるのが、１回半で終わってい
る。客が郊外に分散する傾向がみられる。

百貨店（販促担
当）

販売量の動き ・今月はクリアランスセールに入り、婦人衣料を中心
に好調に推移している。中元商戦については、依頼主
件数はほぼ前年対比横ばいながら、個数、件数ともに
減少しているのが気になる。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・一部エリアでは震災復旧のために工事関係者が多数
入り込んでおり、来客数、単価ともに伸びている。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・昨年の水害から１年経過したが、なかなか新潟地域
の状況は好転しない。野菜果物の単価が安くなったに
も関わらず、販売量が伸びない。競争原理によりなか
なか一品単価が上がらず、客の分散化が進み、予定通
りの動きにならない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・前年の猛暑と異なり、今年は平年並みの気温のた
め、夏物商品の前年割れが全体に影響している。前期
比でアイス96％、麺類90％、牛乳96％、加工食品飲料
96％と売上の大きいカテゴリーが前年を大きく割って
いる。

スーパー（店
長）

単価の動き ・競合店の動向に注意しながら、目玉品の売価を合わ
せられるものは合わせているが、目玉品の動きさえ良
くない。販売点数、一点単価、客単価すべて減少し、
良くなる気配は全くない。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・梅雨が長引いたことにより、来客数、購入点数も減
少傾向にある。青果の市況安も大きく影響した。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・雇用形態は依然としてパート社員という雇用が多
く、身分が不安定である。また、ニートと呼ばれる若
年層が増加し、定職につかず、規則にしばられること
を嫌う若者が多い。

家計
動向
関連



衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・７月に入ってすぐに、夏物のバーゲンが始まった
が、バーゲンと同時に涼しくなり、来店する客が少な
く、苦戦した。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・シャツや雑貨の売上は好調であるが、クールビズに
よる必要に迫られた購入が多く、景気が良くなったと
は言えない。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・梅雨明けが遅れており、夏物の動きが非常に悪い。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・ボーナス商戦も期待はずれで前年割れの実績になり
そうである。来客数は前年並みであるが、商品比較の
買い回りの客が多く、客との商談では、慎重で時間が
長くかかる傾向にある。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・ライバル社が２つ目のショールームを２km以内のエ
リアに出店し、同じ車種で競争している。その競争に
巻き込まれないように当社の独自性をどのように出し
ていくか様子をみたい。

その他専門店
［靴］（経営
者）

販売量の動き ・梅雨明けは平年より遅れているが、土日が天候が良
く気温も高いため、夏物商戦は順調に推移している。

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・夏物の動きは当初予想していたより、良かった。天
候に左右される部分があるが、買い控えしていたとこ
ろもやっと動きだしたようだ。景気が良くなったとは
全面的に実感がわかない。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・レストラン部門は来客数は和食で２けた増で単価が
下がっている。洋食は１けた増で単価が下がってい
る。中国料理は、２けた増で単価が若干上がってい
る。全レストランでは、来客数が２けた増、売上が１
けた増で、ここ四半期で動きが良かった。宿泊は新球
団、サッカー関係で選手や客の宿泊が多く稼動も上
がった。宴会では、婚礼の受注が少なくホテル全体で
はマイナスとなっている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・平日の直前予約と連休などの早期満室予約の傾向は
変わらない。結果として出入りはあっても、毎月の売
上げが前年並みに推移している。７月は前半の動きが
悪かったが、月後半には夏休みの影響もありやや回復
している。

タクシー運転手 来客数の動き ・当月はボーナス支給の月であるはずなのに客からは
そのような様子は感じられない。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・未だに梅雨明けしておらず、集客に影響が出てい
る。前年並みを確保することは難しい。団体客はとも
かく一般客は弱含んでいる。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・新規の客の動きはあまりないが、既存の客は、再来
店がある。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・天候不順でもあり、依然来客数が少なく、予約も短
期のみである。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・低温注意報が出るなど思ったほど気温が上がらず、
夏物衣料の動きがやや鈍い傾向がみられる。

スーパー（経営
者）

それ以外 ・当地域は、農家の農作物の動向が景気に影響する。
サクランボが駄目で、野菜が非常に安い状況にあり、
農家の人々が困惑している。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・今月は、昨年と比べ、特に平均気温の差が大きく影
響している。関東以西が高温だったのに対して、当地
域は、週末の天候、気温が良くなかった。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前半から中盤にかけて気温が低く、７月の稼ぎどこ
ろであるドリンク、冷やしめん、アイスクリーム類が
前年を大きく下回っており、全体の売上も前年を大き
く割っている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・先月に引き続き、クールビズの影響で、40代中心に
スーツを求める客が非常に慎重で、動いていない。半
そでシャツ、ボタンダウン等のビジネス分の増では、
正直カバーが難しい。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・震災特需も一服した感がある。４月から前年比増を
続けてきた販売台数・来場者数にかげりが出てきた。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・６月以前に比べ、イベントでの新規の来客数が半減
している。管理内客中心の商売となっている。



自動車備品販売
店（経営者）

お客様の様子 ・６月は例年に比べて非常に暑い日があって、このま
ま推移すると非常に期待できたのだが、やはり冷夏で
あった。色々な物の動きが非常に悪い。

その他専門店
［酒］（営業担
当）

販売量の動き ・本来ならば夏に向けてビールが動き、それとともに
他の酒や中元も動くのだが、全体的に動きが悪い。客
は買い控えしている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・販売価格の大幅な上昇のため、需要が減少してい
る。とくに、軽油は、公共事業が出ていないことや土
木建築がないことが原因で、前年対比80％台まで落ち
込む給油所が出てきている。また、個人需要が落ち込
んできて、近場の移動は、徒歩、自転車、バイク等に
変わってきている。総じて、節約志向の傾向が続いて
いる。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・毎日行く中央市場では高級品は売れていない、ま
た、高級野菜、果物の値段も上がっていない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・７月は、過去15年間で最低の来客数であった。愛知
万博と市長選が要因である。特に万博は一極集中のた
め、遠方からの利用客が少なく、プールの利用で毎年
大盛況の夏休みも、地元客の流出で多少静かである。
日にちが近くになってからの予約と非常にラフなスタ
イルでのホテル利用が目立った。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・国外、近隣からの宿泊客が伸び悩んでいる。海外客
の誘客は春から実施していたが、伸び悩んでいる。単
価も入込みも小さい。今後も台湾、韓国、中国の誘客
に力を入れていかなければならない。

都市型ホテル
（経営者）

競争相手の様子 ・業界全体として芳しくない。経営者が変わったとこ
ろもある。各ホテルとも無理な受注をしているところ
があり、良くない方向に向かっている。具体的には、
料理単価の値下げ、介助料の大幅値引き、飲み物等の
持ち込み自由であり、これらは経営を圧迫するもので
ある。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・婚礼に関しては、少子化、不景気のため、全般に右
肩下がりの傾向にある。今年の特徴としては、一般宴
会の件数および売上も前年を上回ることができない。
天候の不順や企業の動きが鈍いことが原因である。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊部門の売上が思ったほど伸びない。インター
ネットによる低価格販売が利益を生まない構造になり
つつある。稼動率は伸びている。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・展示場への新規来客数が極端に減ってきており、半
年先以降が読めなくなっている。

悪く
なっている

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・婦人服不振の要因は、天候によるところが大きい
が、７月に入りクリアランスセールで値段が下がって
も客の財布のひもはかなり固く、厳しい状況である。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・昨年の猛暑に比べ今年の７月は、気温が低く、飲
料、衣料など夏の需要の高い商品の売行きが低下して
いる。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・例年に比べると四季がはっきりせず、客も戸惑って
いるようで動きが鈍い。

タクシー運転手 販売量の動き ・暑い日、雨の日は近い距離しか乗らない。遠い距離
の場合は、公共機関を利用する傾向が目立つ。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

木材木製品製造
業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・住宅部材の需給バランスが改善され、販売単価も改
善の兆しが出てきた。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・米国におけるＢＳＥの影響により、また一段と仕入
れ原価の高騰が見られ、それが売価に転嫁できず、採
算面を圧迫している。

食料品製造業
（経理担当）

それ以外 ・売上は、前年比105％位で比較的堅調である。しか
し、原材料、燃料等が相変わらず高値に値上がりして
いるので、収益面で厳しい状況が続いている。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・自動車部品については比較的好調に推移している。
為替が一時よりも円安で推移しているので、輸出の採
算レートが好転している。

企業
動向
関連



電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・毎年、決算対応の前倒しで４月から６月は受注が
30％ほど落ち込む傾向であったが、今年は順調に推移
している。今月、来月は短納期対応の引き合いが多
く、部材調達が間に合わないために受注に結びつかな
かった。県内の加工関連各社は、忙しくなっている。
加工設備も５か月ほどの納期で、全体的に上向き傾向
がうかがわれる。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・業者間の価格競争が激化している。客は、もう少し
待てば景気が良くなるという意識が強い。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・ガソリンの高騰、運賃の値下げのダブルパンチで大
変である。

輸送業（従業
員）

取引先の様子 ・今月の中旬ぐらいから、国外航空会社のストライキ
が影響して、当社の保税蔵置場を本来経由する貨物
が、東京経由で荷主が輸出入を行っているようであ
る。当社に常駐の航空貨物代理店は、ストの対応に追
われている模様である。ただ荷主の動向は、全体的に
平行線である。

広告業協会（役
員）

取引先の様子 ・広告業界は東京地区が好調ではあるが地元はかなり
厳しい状況下にある。情報通信関係の広告費削減や遊
技場関連の出稿が大幅に減少している。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・企業のお中元の送り先の絞り込みなど、厳しい対応
は相変わらずである。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

競争相手の様子 ・昨年と比較して天候が悪く、前年売上を目指して、
安売り競争が進んでおり、低価格商品が多く出てい
る。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・清酒業界は厳しい状況である。しかし、当社は販促
企画・限定商品の発売でなんとか前年比をクリアして
いる状態である。他の卸売店では、焼酎や「第３の
ビール」の影響で、単価は下がり続けている。

その他企業［管
理業］（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・生産ラインによっては、お盆休みを返上して操業す
る所とそうでない所に差が出てきている。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

それ以外 ・石油、ガソリン、紙の値上がり分を価格転嫁できな
い。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・顧客との会話の中からは受注減少等の話しか聞かれ
ない。

公認会計士 受注量や販売量
の動き

・観光関連の不振が続いている。シティホテルでは、
従業員一人あたりの６月の売上が60万円で、前年同月
比10万円の減少である。旅行業では海外への主催旅行
が計画の半分以下と不振が続いている。しかも、売り
込み競争で単価が下がり、利益率の低下を招いてい
る。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・ガソリン代の上昇が少なからず家計に影響し、デ
パート等では、遠方からの来客が少なくなったという
話が聞かれる。

悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・主原料が２割程度高騰の中で、８月下旬から商品価
格の値上げが避けられない状況下でもなお量販店側か
らの厳しい特売条件が要請されている。

繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が、取引先の業種にかかわらず落ち込み、価
格が下がっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・県南地域のメーカーにおいて、全国の業務が集約さ
れている動きがあり、そこに派遣社員を受け入れる計
画がある。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・大学４年の採用が思うようにいかなかった企業が、
昨年までであれば採用活動を中止していたところ、今
年は中途採用で補充している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・東京、大阪など中央からの進出企業の求人や出先対
応の求人数は増えているが、地元の企業からの求人が
伸び悩んでいる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・派遣の需要は堅調である。求人数は増加傾向で、派
遣期間も長期化している。その一方で正規雇用への登
用も少なくなく、人手不足感は広がりつつある。

雇用
関連



人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・人材派遣の企業からの依頼件数が前年並みにとど
まっている。競合企業が増えた影響により、単価が安
く、受注件数が伸び悩んでいる。

アウトソーシン
グ企業（社員）

周辺企業の様子 ・自治体からの仕事は減っているが、他県のコンサル
タントなどからの依頼がやや増えてきているので全体
としては変わらない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・新卒採用企業の学生争奪が激しい。例年の採用枠が
確保出来ないという声が多い。中高年齢者について
も、技術技能経験者を中心に雇用形態の多様化はある
ものの、採用意欲が高い。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求人、有効求人ともに大幅に増加しており、転
職をにらんでの在職求職者が増加傾向にあるが、就職
は伸び悩んでいる。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・紹介予定派遣が急速に伸びつつあるが、最終的には
正社員としての採用を考える企業側のニーズが非常に
高く、求職者数は多くてもそれにずばり合致する人材
が少ないのが実情となっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・製造業で情報通信関連の求人が大幅に減少してお
り、請負関係の求人はほとんどない。

悪く
なっている

○ ○ ○


